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農
業
祭
な
ど

盛
会
裡
に
終
る

町
民
体
育
人
会
に
ょ

っ
て
問
幕

さ
れ
た
十
川
年
記
念
行
事
は
ト

ー

月
三
日
の
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

か

ら
九
日
の
記
念
式
典
、
十
川
の
農

産
物
品
評
会
、
学
収
作
品
展
覧
会

芸
能
文
化
祭
と
、
当
局
の
適
切
な

企
画
と
町
民
の
熱
烈
な
協
力
に
ょ

っ
て
、
折
か
ら
の
農
繁
川

に
も
か

か
わ
ら
ず
ｒ

期
以
上
の
成
績
を
令

げ
卜
川
年

一卜心
念
の
名
に

ふ
さ
わ
し

い
盛
会
鯉
に
終
了
し
た

。

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
は
、
大
字

単
位

の
た
め
チ
ー
ム
編
成
に
少
々

手
間
収

り
、
参
加
不
能
の
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
卜
八
手

Ｉ

ム
が
参
加

し
、
県
北
中
、
雌
田

小

、
大
木
戸
小
の
二
会
場
に
熱
戦

を
く
り
ひ
ろ
げ

、
結
川

森
山
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
。

九
日
に
行

わ
れ
た
記
念
式
服（
は

参
加
者
三
五
○
名
、
赤
井
畑
町
長

の
式
辞

に
つ
づ
き
町
勢
現
況
報
告

感
謝
状
贈
呈

、
功
労
者
表
彰
を
行

な
い
、
県
知
事
、
町
議
会
議
長
、

そ
の
他
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
一

同
忙
紆

、
肌
宣
、
婦
人
会
八

の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
式
は
終

っ
た
。

十

目
に
行
わ
れ
た
農
産
物
品
評

会

、
作
品
艇
覧
公
、
芸

能
文
化
祭

は
い
ず
れ
も
近
米
に
な
い
豪
華
な

も
の
で
、
一
目
で
終
る
に
は
も
っ

た

い
な
い
と
の
感
想
を
も
ら
す
観

覧
者
も
あ
っ
た
。
尚
町
商
工
会
で

は
七
十
台

の
車
を
動
員
し
て
大

パ

レ
ー
ド
を
行
な
い
、
十
周
年
記
念

に
祝
意
を
表

し
、
沿
道
に
人
垣
を

つ
く
る
町
民

を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
、

【
写
真
】
上

記
念
式
典

下

芸
能

文
化
祭
の
Ｉ
コ
マ

赤
井
畑
町
長
談

「
こ

の
た
び
町
村
合
併
十
周
年
記

念
の
諸
行
事
を
行
な
う
に
あ
た
り

た
ま
た
ま
農
繁
期
に
も
拘
ら
ず
、

関
係
役
職
員
は
も
ち
ろ
ん
一
般
町

民

の
皆
さ
ん
に
は
、
終
始

統
制
あ

る
ご
協
力
を
た
ま
お
り
、
お
か
げ

さ

ま
で
諸
事
と
ど
こ
お
り
な
く
、

し

か
も
予
期
以
上
の
成
果

を
も
っ

て
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
心

か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
口

＋周年記念祝倡

七
〇
台
で
大
パ
レ
ー
ド

国

見

町

商

工

会

で

は

国

見

町

合

併

十

周

年

を

祝

し

て

パ

レ

ー

ド

を

実

施

し

た

。

十

一

月

十

日

午

前

九

時

、

ぞ

く

ぞ

く

と

参

集

す

る

自

動

車

、

、、
（

イ

ク
等
は
観
月
台

公
園
附
近
に
あ

ふ

れ
、
午
前
十
時
秋
空
に
と
ど
ろ
く

花
火
を
合
図

に
出
発
、
歓
迎
の
踟

の
波
を
か
き
お
け

る
よ
う
に
進
む

行
列
は
、・
先
導
車
が
鹿
島
神
社
に

達
し
て
も
ま
だ
後
尾
車
が
出
発
で

き
な
い
有
様

。
藤
田
ふ
学
佼
で
は

農
産
物
品
評
会
、
成
績
品
展
覧
会

、
農
機
具
展
示
会
、
芸
能
文
化
祭

と
十
周
年
記

念
行

事
は
最
高
潮
に

盛
り
上
っ
た

。

宣
伝
カ
ー
ド
二
台

、
笆
と
り
ど

り
に
飾
り

つ
け
ら
れ
た
商
店
の
自

動
車
四
十
三
台

、
随
走
す
る
オ

ー

ト
。（

イ
十
一
台
と
計
六
十
六
台
か

ら
成
る
見
事

な
大

パ
レ
ー
ド
は
、

町
内

を
一
廻
す

る
ご
と
に
沿
道
の

拍

手
を
受
け

た
。
商
工
会
特
別
仕

立
て

の
花
自
動
車
に
は
町
長
自
ら

乗
車
し
て
町
民
の
歓
呼
に
こ
た
え

た
。
只
田
、
大
枝
、
森
江
野
と
廻

っ
て
更

に
足

を
桑
折
町
ま
で
の
ば

し
た
の
で

、
桑
折
の
町
民
も
一
斉

に
飛

び
出

し
て
わ
が
町
の
十
川
年

を
祝

。
て
く
れ
た
。
半
田
、
小

坂

山

崎
、
石
母
田
と
予
定
の
コ

ー
ス

を
走
破
し
、
午
後
三
時
多
・
大
の
成

果

を
挙
げ
て
終
ｒ

し

た
が
、
こ
の

大
事
業

に
忙

が
し

い
家
業
を
捨
て

て
参
加
さ
れ
た
会
員
弁
位
に
対
し

心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
、

こ

の
企
画

運
営
の
衝
に
当
ら
れ
た

観
光
部
委
員
長
斎

藤
正
美
氏
や
寒

風
の
中
を
オ
ー
ト
バ
イ
で
疾
走
し

て
く
だ
さ
れ
た
方
の
ご
苦
労
に
対

し

、
特
段
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

農
産
物
品
評
会

農
産
物
品
評
会

は
十
一
月
九
日

・
十
月
の
二

日
間

に
亘
り
藤
田
小

学
校
東
側
校
舎
六
教
室
並
び
に
二

階
礼
法
室
に
日
頃

の
汁
の
結
晶
で

あ

る
優
秀
品
一
、
五
〇
五
点
が
陳

列

さ
れ

、
観
客
の
往
来
で
各
室
共

超
満
員
の
盛
況

ぶ
り
。
現

在
叫

ば

れ
て
い
る
農
業
基
本
法
に
基
づ
く

選

択
的
拡
大
・
主
産
地
の
聖

成
の

参
考
と
し
て
、
そ
の
成
果

大
な
る

も
の
が
あ
っ
た
、
穀
類
の
室
に
は

最

よ
り
質
の
優
良
品
種
・
藁
工
品

・
曲
木
等
一
五
五
点
が
陳
列

さ
れ

特

に
栽
培
技
術
を
物
語
る
稲
株
の

出
品
が
目
を
引

い
た
。
蔬
菜
室
に

は
、
阿
武
隈
川
流
域
の
特
産
と
も

い
え
る
人

参
・
午
蒡
そ
れ
に
馬
鈴

薯
・
甘
藷
・
大
根
・
白
菜
等
二
八

五
点
が
陳
列
さ
れ
、
特
に
食
生
活

の
改
善
に
伴
う
生
食
野
菜
と
し
て

の
セ

ロ
リ
ー
・

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
等

の
出
品
に
よ
り
観
客
の
足
を
留
め

さ
せ
た
。
果
物
室
に
は
、
蜂
屋
・

平
核
無
・
身
不
知
・
富
有
の
柿
類

そ
れ
に
今

に
も
果
汁
が
出
そ
う
な

苹
果
等
三
九
〇
点
が
陳
列
さ
れ
、

特
に
知
事
賞
授
賞
の
平
核
無
が
室

の
焦
点

と
な
っ
て
い
た
。
次
の
産

繭
・
葉

タ
バ
コ
室
に
は
四
二

一
点

の
繭

、
七
四
点
の
葉

タ
バ
コ
が
陳

列

さ
れ

、
四
百
余
点
の
産
繭
出
品

は
国
見
町
蚕
糸
業
の
進
展
に
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

二
階
礼
法
室
に
設
け
ら
れ
た
婦

人
室

に
は
、
生
活
改
善
関
係
の
食

品
加
工
・
保
存
食
・
婦
人
学
級
関

係
の
生
花
・
手
芸
等

匸
一
八
点
が

陳
列
さ
れ
日
頃

農
事
、
家
事
、
育
児

と
追

い
廻
さ
れ
て
い
る
主
婦

が
グ

ル
ー
プ
を
通
し
時
間
を
見
つ
け
技

術
を
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
は

作
品
の
一
つ
一
つ
に
現
れ
敬
服
。

尚
他
に
は
国
見
町
長
事
研
究
会
連

絡
協
議
会
上
催
の
五
人
グ
ル
ー
プ

の
水
稲
坪
刈
成
績
の
艇
示
が
あ
り

又
百
余
点
に
及

ぶ
参
考
図
表
が
各

会
場
に
展
示
さ
れ
、
生
活
の
改
善

か
ら
今
后
の
農
業
指
針
に
大
活
躍

だ
っ
た
。

次
に
人
賞
者
各
位
を
披
露
し
祝

福
す
る
。
　
　
　（

以
下
次
号
）

国見町の財政
このお 知らせは「町財政状況説明書公表に関する条例」の規定に基 き、下記

のとお り公表いたします。

－、財政運営の方針について

常に 健全財政の基調を堅持し ながら積極的な財源･7j確保に 努め るａ 支出に

おい ても極力冗費を節減して消費的維費の増加を抑えて投資的 令業の増人

を 図り、 もって陶民福祉の増進向上に 努めるｃ

二、37年度決算につい て

( 1 )･ 般会計（ 単位千円 ）

歳入総額卜1,4 卯　 歳出総額I･川 . 595
差引 残高　　3 , ﾄ ゙55

財政調盤積立 金　I, 9 30
･M 年度へ繰越　　It925

0 主睡事業

災害隰|11事業　53 作　　 ｛･／
小型動力ポンプ２台　　　　600
町道日渡線鮒装　ｰ 2 71n　L834

..　　　 大木戸駐 在所改築　　　1 ，128
大枝渠会所建築　　　　　l,  649

○決算内容を 図妾で分類すると右の

通り

（2） 特別会計（単位千円）

Cｲ） 国民健康保 険事業

‘　　 歳入総額24  , 735　歳出総額 幻 . 797
差引残額　2.  938　 翌年度へ繰越

（口） 上水道事業

歳入総額25  , 0 田　歳出総額24.  2 引

差引残額　　750　 今年度へ繰越

Ｏ 主要 事業　 拡張 事業

配管延長　 】2 , 089m　調整池 ２基　送水ポ ンプ 】台　　18 , 480

㈲　 育英事業　 歳入総額102 歳出総額61 差引総額41　 翌年度へ繰越

§　 都市計画土地 造成事業　 歳入総額677 歳出総額3 , 677差引残額 ０

三 ，38 年 度予 算に つい て(  38.9.30現在）

（1） 一般会計（ 単位千円）　1  円 , 8  ー9

（亞主要事業

公営化宅建段　20 戸　9,708
消防自動車ポンプ１台1,800
保育所改築　48.75 坪　l,  600

プ ール建
設　　 ２ケ　 】, 960

公営住宅土地造成事業

4 , 2  ー2坪　771
災害復旧事業　30 件　 】7 , 4  ー7

e 予算内容を 図尖で 示すと左のと
おりです

（2） 特別会計

印　 国民健康保険事業　　　6.601

（口j　上水道事業　　　　　　21,669

㈲　育英事業　　　　　　　　　130

罔　 都市計画土地造成 事業　4.  000

四 ，町 債の 状況 に つい てぐ38.9. 30 現 祚 )
t単 位千 円 ）

目　 的　 別

･㎜　　l･　　－
義務教育整

備

国f呆診療所建設
公営 住宅 建段
役場 庁 舎建設上 水 道 事 業
災害 復旧 乍業

計

当 初 借 入糾

19,400

600

2 , 40 ( 

5 , 000

う , 2 (

4,0  00 

66,400

現 在 額

‥ ‥ ●　-- 一 一

14,218

238

2.  ( ) 46

2  ,  568

34 ，凵0

4  , 00 ( )

57  ｺ  80

五、一時借入金の状況(  38- 9. 30現在）
な　し

式
　
辞

町
長
赤
井
畑

直

衛

菊
花
薫

る
今
日
の
佳
き
日
に

県
知
事
代
理
の
方
を
初
め
多
数

来
賓
の
皆
様
の
御
来
臨
を
い
た

だ
き
こ
こ

に
、
本
町
合
併
十
周

年
記
念
及

び
上
水
道
拡
張
並
び

に
除
鉄
除

マ
ン
ガ
ン
エ

事
落
成

の
式
典
を
挙
行
す

る
こ
と
を
得

ま
し
た
こ
と
は
私
の
最
も
欣
び

と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

顧
み

ま
す
れ

ば
、
新
憲
法
の

施
行
に
伴

な
い
地
方
自
治
法
が

制
定
さ
れ
て

か
ら
十
有
六
年
、

そ
の
間
幾
多
の
曲
折
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
で

あ
る
行
政

の
民

主
化
と
能
率
化

の
た
め
多

大
の
成
果
を
収

め
、

国
政
の
上

に
も
そ
の
真
価

を
発

揮
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は

御
同
慶

に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
町

は
昭
和
二
十
九
年
三
月

三
十
一
日

、
町
村
合
併
促
進
法

に
基
き
県
下
に
率
先
し
て
、
一

町
四
か
村
が
合
併
、
自
治
権
確

立
の
理
想
の
も
と
に
、
町
民
の

大
き
な
期
待
を
も

っ
て
発
足
し

た
の
で

あ
り
ま
す

。
そ
の
後
間

も
な
く
東
大
枝
地
区
の
分
村
問

題
が
あ
り
、
更

に
は
財
政
的
困

窮
の
度

を
極

め
財
政
再
建
促
進

法
の
拘
束

を
受
け

る
等
苫
難
の

途
を
歩
み
な
が
ら
も
、
関
係
皆

様
の
ご
指
導
と
町
民
各
位
の
ご

協
力
に
ょ
り
、
小
中
学
校
の
整

備
統
合
を
初
め
、
上
水
道
の
拡

張
、
消

防
力
の
強
化
、
産
業
経

済
の
振

興
、
衛

生
施
設
の
充
実

等
、
町
民
福
祉
の
増
進
に
一
歩

一
歩
前

進
し
つ
つ
あ
る
も
の
と

確
信
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
わ
が
町

に
課
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
も
の
は
、
近
代
的
な

町
造
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

財
政
的
に
も
地
理
環
境
に
も
恵

ま
れ
て
い
な
い
当
町
に
お
い
て

は
、
急
激
な
発
展
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
が
、
関
係
の
皆
様
の
ご

支
援
の
も
と
に
過

ぎ
去
っ
た
試

練
と
経
験
を
基
礎
と
し
て
、
住

み
よ
い
近
代

的
文
化
農
村
地
域

の
建
設
に
、
こ

ん
身
の
努
力
を

致
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

な

お
本
町
に
お
け
る
上
水
道

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
二

年

簡
易
水
道
と
し
て
発
足
し
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
水
道
へ
の
認

識
が
高
ま
る
と
共
に
給
水
地
域

の
拡
張
が
叫

ば
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
の
で

、
こ
れ
に
応
え
る
べ

く

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
上
水

道
と
し
て
そ
の
筋
の
認
可

を
得

た
次
愀
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三

十
七
年
三
十
八
年
の
両
年
年
度

の
継
続
事
業
と
し
て
、
総
工
費

二
千
三
百
余
万
円
、
主
体
工
事

は
川
崎
建
設
株
式
会
社
と
契
約

し
て
こ
れ
が
施
工
に
あ
た
り
、

こ
の
程
完
成
致
し
ま
し
た
。
上

水
道
布
設
可
能
地
域
は
殆

ん
ど

こ
れ
が
思
恵
に
あ
づ
か
る
こ
と

と
な
り
、
当
町
環
境
衛
生
上

ま

こ
と
に
喜
び
に
湛
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
昨
年

来
鉄
分
含
有
の
兆
が
見
え

た
の

で

、
こ
れ
ま
た
昭
和
三
十
八
年

度
収
業
と
し
て
除
鉄
除
マ
ン
ガ

ソ
の
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
総
工

費
一
千
四
百
余
万
円

主
体
工
事

は
浄
水
工
業
所
東
京

支
店
と
契
約
し
、
こ
れ
が
工
事

も
本
年

九
月
み
ご
と
に
完
成
致

し
ま
し

た
　

衛
生
研

究
所
の
水

質
試
験

の
結
果
は
鉄
〃ヽ

ソ
ガ
ソ

共
に
無
含
有
の
好
結
果
を
得
た

次
申
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に

水
道
利
川
者
の
期
待

に
応
え
得

た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で

あ
り
ま

す
。こ

の
両
工
事
の
施
工

に
あ
た

り
多
大

の
犠
牲
を
は
ら
い
良
心

的
な
工
事

を
施
行
さ
れ
た
川
崎

建
設
株
式
会
社
並
び
に
浄
水
工

業
所
東

京
支
店
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
す
る
次
淅
で
あ
り
ま

す
。こ

こ

に
今
後
に
お
け

る
町
勢

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
祈

念
し
所

懐
の
一
端
を
述

べ
て
式

辞
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
3
8年

川
月
９
日

○

わ

た

し

の

信

条
　

買
収
や
供
応
す
る
人
に
は
投
票
し
な
い
…
…
…
候
補
者
の
娟
み
に
つ
け
こ
ん
て
金
や
物
を
要
求
し
な
い



四
つ
の
「
ち
か
い
」
で
公
明
選
挙

バラの門標で悪質運動員げきたい

わ
れ
わ
れ
が
政
治

に
参
加
す
る
唯
一
の

機
会
、
そ
れ
は
選
挙

に
投
票
す
る
こ
と
で

あ

る
。
来

る
ニ
ト

ー

日
の
総
選
挙
に
は
、

だ
れ
に
も
恥
ぢ
な

い

正
し

い
投
票
を
し
よ

う
と
の
決
意
を
あ

ら

わ
す
た

め
、
町
の
公

明
選
吊
推
進
協
議
会

で
は
、
選
罘
管
理
委

員
会
や
公
民
舘
と
相

提
携
し
て
部
落
毎

に

「
映
画

と
話
し
合

い

の
会

」
を
開
き

、
次

の
四
つ
の
ち
か
い
を

中

心
に
話

し
合

い
史

に
こ
ん
ど
公
明

選
乍

推
進
協
力
者
に
委

嘱

さ
れ
た
部
落
長
さ
ん

方
の
応
援
を
う
け
て

、
県
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
か
ら

配
ら
れ
た
ば
ら
の
花
の
門

標
や
ち

ら
し
を
各
戸
に
配

っ
た
。
こ
の
門

標
は
各
家
の
門
口
に
貼
ら
れ
、
悪

質
な
選
挙
運
動
員
を
げ
き
た
い
し

、
明
る
く
正

し
い
選
挙
を
実
現

す

る
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
こ

と
で

あ
ろ
う
。

四

つ

の

ち

か

い

○

私
は
買
収

や
供
応
を
す
る
人
に
は
投
票
し
ま
せ

ん
。

○

私
は
候
補
者
の
弱
み

に
つ
け
こ
み
ま
せ
ん
。

○
私
は
自
分
の
判
断
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

○
私
は
政
治
を
よ
く
す

る
た
め
公
明
述
挙
運
動

に
参
加
し
ま

す
。

修

学

旅

行

記佐

野

喜

代

志

私
達
々
年
学
級
生
一
行
五
十
名

は
卜
月
一
一
日
夜
藤
田
を
出
発
、
富

士
五
湖
（
河

口
湖
、
山
中
湖

）
め

ぐ
り
及

び
箱
根
、
大
鳥
へ
と
研
修

旅

行
を
し
て
来

た
。

当

初
の
計
画
で

は
大
島
、
箱
根

だ
け
で

あ
っ
た
が
、
御
殴
場
に
あ

る
国
立
中

央
青
年
の
家
を
是
非
見

る
よ
う
に
と
い
う
公
民
館

か
ら
の

助

言
が
あ
り
、
そ

れ
で

は
つ
い
で

に
河
口
湖

、
山
中
湖

も
見

よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
三
泊
四
日
、

但
し
夜
行
で
行
っ
て

夜
行
で
帰

る

と
い
う
、
し
か
も
正
味

は
た
っ
た

の
二

目
と
い
う
強
行

車
と
相
成

っ

た
わ
け
で

あ
る
）

遠
く
へ
の
旅
行
は
十
和
田
以
来

の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
愀
一
日
は

「
眠
れ

ぬ
夜
」
で
あ
っ
た
。

明
け
て
一
百

日
、
天

気
は
快
晴

新
宿
よ
り
中
央
線
に
て
、
一
路
河

口
湖

へ
と
め
が
け
る
Ｊ
富
士
吉
田

あ
た
り
窓
外

に
富
士
山
に
に
た
る

厚
樫
山
み
た
い
な
山
が
見
え
て
い

る

）
富
士
山
だ
、
い
や
そ
う
で
は

な
い
、
寔
に
山

は
も
っ
と
大
き
く

高
い
は
ず
だ
、
論
争
し
き
り
。
全

く
も
っ
て
ち
っ
ぽ
け
な
る
富
士
、

一
同
幻
滅
の
態
で
あ
っ
た

）
大
月

よ
り
富
士
急
行
（
電
車

）
に
て
河

口
湖
駅
に
到

着
、
こ

Ｘ
よ
り
貸
切

、、（

ス
で
河
口
湖
、
山
中
湖
を
経
て

御
殿
場
国

立
中
火
青
年
の
家

に
向

雲
一

つ
な
い
紺

碧
の
空

に
広
大

な
裾
野
を
配

し
、
雄
大
の
一
語

に

つ
き
る
富
士
を
感
じ
た
の
は
御
殿

場
で
あ
る

ご

」
の
広
大
な
富
士
の

裾
野
に
、
国
立
中

央
青
年

の
家

が

理
想

、
勤
労
、
愛
情
を
表
す
石
像

を
象
徴
と
し
て
立
っ
て

い
た
。
こ

の
国

立
中
央
青
年
の
家
は
、
青
少

年
や
青
少
年
の
指
導
に
あ
た
る
人

々
が
宿
泊
研
修
、
共
同
生
活
を
通

じ
健
全
的
な
青
年
の
成
長
、
育
成

を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
、
五
五
〇
名
収
容
の

宿
泊
設
備
は
勿
論
、
研
究
室
、
体

育
舘
、
図
書
室
、
食
堂

、
売
店
、

陸
上
競
技
場
、
野
球
場

、テ

エ
ス
、

バ
レ

ー
コ

ー
ト
、
プ
ー
ル
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
設
備
が
整

っ
て

い
る
。

こ

Ｘ
を
簡
単
に
見
学
、
講
堂
に
お

い
て
、
斎
悩
専
門
職
員

よ
り
「
現

代
青
年
の
あ
り
方

」
と

い
う
講
演

を
う
か
が
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
現
代

の
消
費
文
化
の

波
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
青

年
の
主
体
的
な
態
度
で
生
活
し
て

ほ
し
と
い
う
大
意
で

あ
っ
た

。
大

変
迫
力
の
あ
る
話
で

あ
り
、
短
時

間
で
は
あ
っ
た
が
深

い
感
銘
を
受

け
た
。
残
念
だ
っ
た
の
は
意
に
反

し
こ

叉
に
宿
泊
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
）
年
度
初

め
の
計
画
の

不
備
を
深
く
い
か
ん
と
す
る

。
で

き
れ
ば
近
い
将
来
こ

乂
へ
の
宿
泊

生
活

を

計

画

す
べ
き
も
の
と
思

う
。
月
館

の
例
に
も
見
る
通
り
人

造
り
の
熱

意
が
あ
れ
ば
出
来
ぬ
こ

と
は
あ
る
ま
い
。
つ
い
で
長
尾
峠
、

芹
ノ
湖

、
十
国
峠
を
経
て
熱
海
へ

と
向
う
。

富
士
山
と

い
う
奴
は
高
い
所
に

登
れ

ば
金
る
ほ
ど
、
更
に
乂
高
く

見

え
る
も
の
な
の
か
、
ヤ
国
峠
よ

り
の
富
士
は
実

に
威
風
堂

々
た
る

も
の
が
あ
っ
た

。

熱
海
は
き
き
し
に
ま
さ
る
柄
の

悪

い
所
で
あ
っ
た
が
夜
景
の

美
し

さ
は
又
格
別
で
あ
っ
た

ご

」
ｋ
に

ゆ
つ
く
り
と
休
み

あ
く

る
日
ア
ソ

＝
の
情
趣
も
豊
か
な

る
大
島
へ
と

向
う
。

前
日
に
引
き
続
き
好
天
に
恵
ま

れ
た
が
風

や
Ｘ
強

く
、
波
は
少
し

荒
か
っ
た

）
大
島

は
三
原
山
び
山

が
主
で
あ
っ
た

。
強
風
に
も
め
げ

ず
あ
ら
方
全
員

び
山

、
世
界
で
も

珍
し
い
と
さ
れ
る
流
動
性
活
火
山

の
火
口
を
見
る
　

帰

っ
て
ア

ソ
コ

に
よ
る
人
島
民
謡
と
踊
り
を
鑑
官

帰
路
に
っ
く

。。

絶
好
の
旅
行
日
和
に
恵
ま
れ
、

何
等
の
事
故
も
な
く
研
修
旅
行
が

終
了

で
き
た
事
を
関
係
者

に
深
く

感
謝
す
る
次
淅
で

あ
る

。
特
に
公

私

ご
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

終
始

同
行
し
て
何

か
と
助
言
指
導

を
し
て
く
だ
さ
れ
た
公
民
館
長
佐

藤
善

次
郎
様
と
青
年
学
級
主
事
鈴

木
彦

衛
先
生
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
ベ
ソ
を
お
く
）

（

筆
者
　

青
年
学

級
委
員
長
）

日
本
の
歌
や
踊
り
を
紹
介

－

八
島
君
か
ら
・：
第

九
信
－

木
枯
し
の
吹
く
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
日
本

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
農
場
で
の
実
習
を
終

え
、
学
校
に
入

。
て
一
か
月

、わ

か
ら

ぬ
デ
ソ
マ
ー
ク
語
の
講
習

に
恂
み
な
が
ら
も
、
無
事
講
習

を
終
え
て
十
一
月

か
ら
五

か
月

間
の
農
学
校

が
始

ま
り

ま
す

。

私
た
ち
の
語

学
講
習
を
受
け

た
学
校
は
、
今
年

か
ら
始

め
ら

れ
た
東

南
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ

の
諸
国

の
学
生
を
中

心
と
し

た

も
の
で

、
学
生

は
八
十
余
名
、

う
ち
ア
フ
リ
カ
の
学
生

が
六
十

名
で

ま
る
で
黒
人

学
校
の

よ
う

で
し
た
。
学
校

は
全
員
宿
泊
で

先
生
も
そ
の
家

族
も
共

に
し
て

の
生
活
で
す
。
私

た
ち
の

ク
ラ

ス
は
全
員
で
十
四
名

、
う
ち
日

本
人
四
名

、
南
朝
鮮
七
名
、

イ

ン
ド
、

ガ
ー
ナ
、
イ
ラ

ン
各
一

名
で
み
な
デ

ン
マ
ー
ク
生
活
六

か
月
以
上
の
大
た
ち
で
し
た
）

朝
八
時
全
員
食
堂
で
食
事
を

し
、
み
ん
な
で
（

イ
ス
コ
ー
レ

ソ
ン
グ
を
二
三
曲
歌
い
、
九
時

か
ら
十
二
時
ま
で
授
業
を
受
け

ま
す
。
屁
食
後
三
時
三
十
分
ま

で
昼
休
み
、
午
後
は
オ
オ
デ
ソ

セ
（

デ
ソ
マ
ー
ク
オ
三
の
都
市

で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
出
生
地
）

市
内
、
社
会
福
祉
設
備
、
工
場

等
見
学
、
又
は
三
時
三
十
分
か

ら
五
時
三
十
分
迄
の
一
日
三
～

五
時
間
授
業
で
し
た
。
日
本
と

違
い
こ
う
し
た
学
校
も
家
政
学

校
も
全
員
宿
泊
し
、
共
同
生
活

を
し
な
が
ら
学
ぶ
寮
制
度
の
も

の
で
、
百
人
以
上
の
学
校
は
大

き
い
方
で
す
。
だ
か
ら
建
物
は

大
き
く
り
っ
ぱ
で
す
が
生
徒
数

は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
が
こ
ん
ど
入
る
学
校

も
五
十
人
の
生
徒
で
黒
人
が
多

く

、
食
事
は
一
日
一
同
米
を
食

べ
、
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
は
他

の

諸
国

と
比
べ
て
人
種
差
別

が
少

く

、
ア
フ
リ

カ
の
人
た
ち
も
非

常

に
大
せ
つ

に
さ
れ
、
す
ば
ら

し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
も
彼
等
と
生
活
を
共
に
で
き

た
と

い
う
こ
と
は
、
な
に
も
の

に
も
替
え
が

た
い
貴
い
経
験
に

な
り

ま
し
た

）

黒
人

が
多
く
、
そ
れ
に
今
年

か
ら
始

め
ら
れ
た
学
校
な
の
で

そ
の
生
活
は

、
語
学
講
習
と
共

に
学
校
の
紹
介
市
内
見
学
が
多

く
、
夜
は
各
国
の
紹
介
を
兼
ね

た
フ
イ
ル
ム
等
単
調
に
な
り
が

ち
な
生
活
も
退
屈
せ
ず
に
一
か

月
を
送
り
ま
し
た
。
「
ア
ジ
ア

の
夕
」
や
「
国
連
の
日
」
　（
十

月
二

十
四
日

）
に
は
各
国
の
代

表
的

な
歌
や
踊
り
が
催
さ
れ
、

私
た
ち
も
日
本
の
歌
と
踊
り
を

し
ま
し
た
が
外
国
人
の
日
本
に

対
す

る
関
心
は
想
像
以
上
に
高

い
の
に
驚

い
て

い
ま
す
。

十
一
月
三
日
か
ら「

ワ
イ
レ
」

と
い
う
町
の
農
学
校
に
入

り
ま

し
た

。
農
学
校
は
十

一
月

か
ら

三
月
ま
で

の
五
か
月
間
開

か
れ

そ
の
後
三
か
月
間

の
特
別

コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す

。
全
員

が
寮
制

度
で
、
一
流
ホ
テ
ル
の
よ
う
な

美
し
い
室
に
二
人

づ
つ
入

っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
皎

は
小

さ
い
方
で

、
男
二
十
四
人

（
う

ち
外
国
人
三
人
）
女
三
十
二
人

だ
け
と
い
う
、
日

本
で

は
学
校

と
い
う
の
も
疑

わ
し
い
も
の
で

す

、
し
か
し
、
教
育
そ
の
も
の

は
日
本
で
は
ま
っ
た
く
想
像
で

き
な
い
、
何
か
大
き
な
も
の
を

感
じ
ま
す
。

入
っ
て
ま
だ
二

日
、
生
徒
の

顔
も
名
前
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が

今
ま
で
農
場
で
知
り
合
っ
た
若

い
青
年
男
女
と
ち
ょ
っ
と
変
っ

た

″
ま
じ
め
さ

か

が
あ
る
よ
う

で
す
。

で
は
こ
の
次
に
は
学
校
の
生

活
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
一
月
五
日
　

八
島
博
正

成
人
お
め
で
と
う

○
あ
な
た
の
お
名
前
は
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か

○
成
人
式

に
は
派
手

な
簣
物
は
え
ん
り
よ
し
ま
し
よ
う

新
春
一
月
十
五
日

、
あ
な

た
が

た
一
生
に
と
っ
て
最

も
記
念
す

べ

き
行
事
と

し
て
成
人
式

が
行

わ
れ

ま
す
。
あ
な
た
が

た
の

立
胝
な
成

長
を
祝
い
、
お
と

な
の
仲
問

と
し

て
よ
ろ
こ

ん
で

お
迎
え
す

る
た
め

の
、
町
を
挙
げ
て

の
こ

の
式

帆（
に

同
級
生
の
皆
さ
ん
そ
ろ
つ
て

ご
出

席
く
だ
さ
い
。

次
の
名
簿
に
も
れ
て
い
る
方
が

あ

っ
た
ら
至
急
公
民
舘（
役

場
内
）

の
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

服
装
の
こ
と
で
頭
を
な
や
ま
す

な
ど
愚
か
な
こ
と
で
す
。
あ
ま
り

は
で
な
着
物
を
着

る
こ
と
は
、
他

人

に
迷
惑
を

か
け

る
こ
と

に
な
る

か
ら
遠
慮

し
て
も
ら

い
た

い
と
は

毎
年
で

る
反
省
で
す
。

セ
ー
タ
ー

や
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
か
列
す

る
人
心

あ
る
の
で

す
か
ら
、
お
互

い
質
素

な

服

装

に

努

め

ま

し

よ

う

。

【

小

坂

】

高

野

ミ

ヤ

子

、

渡

辺

長

雄

、

佐

藤

カ

ツ

子

、

林

哲

雄

、

佐

茴

艶

子

、

内

村

キ

ヨ

、

斎

藤

ク

ニ

子

、

安

藤

チ

エ

、

安

藤

タ

キ

子

、

山

田

圀

、

後

藤

よ

し

子

【

鳥

取

】

佐

藤

ト

ヨ

、

林

守

【

内

谷

】

熊

坂

熊

男

、
鴨

川

修

二

、

熊

坂

キ

ミ

、

菅

野

ヴ
サ

子

、

鴨

田

良

子

、

菅

野

和

子

、

安

藤

紀

卜

、

古

内

ツ

ヤ

【

泉

田

】
　
一

条

幸

江

、
宮

崎

茂

好

、

佐

藤

忠

、
八

巻

勝

子

、
佐

藤

文

子

、

陣

野

栄

三

郎

、

阿

部

タ

キ

子

、

紺

野

一

、

山

田

カ

ツ

子

［

藤

川

］

秦

正

子

、
柴

田

富

士

雄

、

佐

久

間

令

子

、

後

藤

史

ｆ

、

佐

久

間

栄

子

、

佐

藤

の

り

枝

、

紺

野

喜

代

、

二

宮

保

、

佐

藤

寿

、

佐

々

木

和

保

、

阿

部

勝

男

、

仲

田

勇

、

津

田

昇

、

寺

島

ッ

ヤ

子

、

佐

久

間

則

夫

、

後

藤

繁

雄

、

佐

藤

洋

子

、

徳

江

信

男

、

松

浦

実

、

か

沢

澄

子

、

菊

地

喜

代

了

、

曳

地

び

美

子

、

菅

野

ヒ

尺

十

、

佐

藤

シ

ゲ

子

、

矢

部

輝

雄

、

平

舘

良

子

、

奥

山

猛

、

城

旧

敦

子

、

渡

辺

仕

代

子

、

渡

辺

紀

了

、
八

を

倭

差

子

、
羽

根

善

七

郎

、

星

隆

二

、

福

地

勝

子

、

橘

公

慧

、

阿

部

方

恵

子

、

鈴

木

光

子

、

野

地

チ

ョ

了

、

高

橋

’・
こ

、

斎

雌

美

恵

子

、

太

田

明

、

山

崎

明

、

古

川

中

子

、

岡

崎

イ

ミ

、

占

川

高

雄

、

古

川

全

郎

、

加

藤

照

。卜

、

佐

久

開

正

孝

、

引

地

順

ｆ

、

宮

川

與

．Ｌ

、

曳

地

一

芳

、

蓬

剛

俊

一

、

赤

塚

シ

ズ

子

、
佐

久

問

災

代

’Ｌ

、
武

川

和

ｆ

、

中

野

キ

ミ

ョ

、

内

村

仍

、

中

野

志

津

子

【

山

崎

】

菅

野

个

。卜
、
阿

部

正

明

、

菅

野

弘

ｆ

、

古

川
一
ノ

ヤ

子

、

後

藤

武

臣

、

鈴

木

一

心

、

黒

剛

似

子

、

高

橋

シ

ウ

フ

、

人

津

孝

。卜

、

占

田

久

子

、

八

島

正

晴

、

高

橋

繁

、

浅

野

慶

子

、

高

橋

洋

’Ｌ

、

鳥

橘

八

千

代

、

市

川

玲

ｆ

、

吉

田

千

山
宍
卜

、

伊

藤

正

義

、

根

本

タ

イ
し
Ｌ

【

石

母

田
一

高

野

久

美
（

佐

藤

邦

治

、

市

川

邦

子

、

佐

藤

金

兵

衛

、

宍

戸

勝

造

、

宍

戸

キ

セ

、

松

浦

玲

子

、

菊

地

進

、

佐

々

木

征

子

、

菊

地

次

夫

、
菊

地

久

子

、
松

浦

健

佑

、

佐

藤

セ

ツ

子

、

徳

江

勝

美

、

斎

藤

重

昭

、

斎

藤

カ

チ

、

菊

地

伝

吾

、

佐

藤

光

子

「

森

山

」

佐

久

間

怜

子

、

中

条

三

代

子

、

佐

久

間

タ

カ

子

、

宍

戸

ヤ

エ

Ｔ

、
佐

久

間

薦

、
佐

久

間

イ

シ
、

佐

久

間

丈

助

、

三

の

輪

勝

子

、

瀬

戸

玲

ｆ

、

佐

久

間

哲

子

、

遠

雌

ト

キ

、

遠

雌

チ

イ

、

佐

藤

征

子

、

高

橋

ア

サ

．Ｌ

、

佐

久

問

数

子

、

佐

久

間

栄

子

、

大

波

健

一

、

大

津

剛

、

μ

妻

ヨ

シ

子

、

武

川

伊

予

、

石

川

敏

卓

、

占

田

サ

ク

、

吉

川

利

夫

、

佐

藤

キ

イ

、

寺

島

孝

一

［

徳

汪

］

佐

藤

腸

、

斎

藤

イ

气

斎

雌

肖

代

志

、

渡

辺
こ

’
廿

ｆ

、

八

巻

冬

雄

ド

ハ

を

・
ヽヽ

ヨ
「
Ｌ

、

佐

藤

照

子

、

後

雌

ヒ

サ

。Ｌ

、

人

波

清

、

村

上

了

弋

Ｌ

、

実

以

ト

キ

气

村

上

正

勝

、
実

沢

皈

．Ｌ

、
人

波

ヒ

デ

子

、

村

上

弘

ｆ

、

人

波

利

．Ｌ

、

後

藤

二

三

男

【
塚
野
目
】
菊
地
愛
子
、
菊
地
長

七
、
菊
地
孝
吉

、
野
崎
キ
ミ
ョ
、

佐
久
間
勝
義
、
佐
久
間
絹
子
、
高

橋
一
吉
、
佐
久
間
千
恵
子
、
高
梨

ヒ

サ

【
光
明
寺
】
遠
藤

ト
キ
ヱ
、
高
橋

満
雄
、
渋
谷
ユ
キ
、
遠
藤
リ

ヱ
了
、

渋
谷
肇
、
遠
雌
ツ
ル
、渋
谷
玲
子
、

星

野
令
子

【
高
城
】
佐
雌
尚

久
、桜
沢
鉄
男
、

佐

藤
文
子
、
長
谷
川

モ
ト

、
桜
沢

洋
子

、後
雌
ア
サ
子

、後
雌
正
昭
、

八
島
弘
子
、
高
橋
芳
忠
、
渡
辺
ヤ

ｆ
、
酒
井
勝

氷
、
志
村
功

「
人
木
戸
」
佐
藤
富
男
、
志
村
京

子
、
上
沢
伉
保
、
谷
冷
正
勝
、
中

原

ど
切

、
松
浦
興
、
菊
地
勝
雄
、

佐
弦
肖
肝

、
遠
倥
繁
子

【
け
川
】
人
沼
忠
良
、
佐
藤

キ
ミ

子
、
谷
冷

マ
サ
子
、
人
沼
満
子
、

松
田
和
子

、
阿
部
初
男

、
付
上
寿

美
’Ｌ
、古
山

ト
キ
子
、高
橋
哲
人
、

鳥
橋
文
子

【
西
人
枝
】
佐
雌
久
子
、
工
手
レ

イ

、
工
手

ヒ
サ
ノ
ｋ
手
元
洽
、
松

油
保
夫

【
川
内
一

人
泌
芙
美
子

み
ん
な
に
見
せ
た
い

中

央

青

年

の

家

鈴

木

彦

衛

記

去
る
十
月
三

・
四
日
の
こ
と
。

町
の
青
年
五
〇

名
と
共
に
、
国
立

中
央
青
年
の
家
の
視
察
見
学
を
中

心
に
箱
根
、
大
島
方
面
の
研
修
旅

行
を
行
な
っ
た

、
日
程
の
詳
細
や

他
の
見
学
場
所
に
つ
い
て
の
感
想

は
、
他
の
方

た
ち
に
ゆ
ず
り
、
私

は

、
別
な
角
度
か
ら
二
三
の
感
想

を
述
べ
て
見

る
こ
と
に
す
る

）

町
の
青
年
諸
君
が
実
に
よ
く
精

進
し
た
と
見
え
て
、
二
日
間
と
も

す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
Ｄ
好
天

気
口

お
か
げ
で
、
河
口
湖
か
ら
、
山
中

湖

か
ら
、
御

賊
場

か
ら
、
箱
根
芦

の
湖

か
ら
、
十
国
峠

か
ら
と
さ
ま

ざ
ま
の
富
士
の
姿

を
あ
お
ぎ

、
二

日

目
ま
た
太
平

洋
上
大
島
航
路
か

ら

、
大
島
の
元
村

港
か
ら
、
三
原

山

か
ら
と
富
士
の
遠
望

）
本
当
に

た
ん
の
う
す
る
ま
で

あ
か
ず
眺
め

た
こ

と
は
生
涯

の
思

い
出
で
す
。

何

と
い
っ
て

も
、
国
立
中
央
青

年

の
家

の
見

学
と

講
義
は
印
象
深

か
っ
た
）
そ

れ
に
つ
け
て
も
。、
全

日
程
の
中

心
だ
か
ら

、
も

っ
と
も

つ
と
時
間
を
か
け

る
べ
き
で
あ
っ

た

よ
て
れ
と
、
す
ば
ら
し

い
施
設

の
広
大
さ
、
ぜ
ひ
本
県

に
も
欲
し

い
。
国
政
で
東
北

や
九
州
に
も
増

設

す
る
計
画
だ
と
い
う
か
ら
、
裏

磐
梯
あ
た
り
に
誘
致
す
る

よ
う
、

県
を
あ
げ
て
青
年
団
体
、
社
会
教

育
団
体
の
積
極
的
な
し
か
も
早
急

な
働
き
か
け
が
必
要
だ
と
痛
感
さ

せ
ら
れ

た
。）

い
っ
ぽ
う
、
夏

は
富
士
が
山
の

た
め
に
利
用
す
る
者
が
激
増
し
て

い
る
と
い
う
か
ら
、
国
見
町
の
青

年
も
、
夏
山
や
或

い
は
冬
期
の
比

較
的
す

い
て
い
る
と
い
う
時
期
に

こ

の
施
設
を
大
い
に
活
用
す
る
く

ふ
う
は
な

い
も
の
か
。

さ
て
ま
た
、
今

回
の
参
加
者
は

五

十
名
と
い
う
多
数
と
な

力
、
大

成
功
で
あ
っ
た
が
、
学
校
教
育
と

違

っ
て
、
町
内
の
青
年
で
行
き
た

く
て
も
行
け
な
か
っ
た
人
達
が
相

当
数

い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
不
参
加
の
友

達

に
、
お
み
や
げ
話
を
す

る
「
研

修
旅
行
報
告
会
」
を
開

い
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
写
真
な
ど
を

参
加
者
が
持
寄
っ
て

お
話
し
し
て

あ
げ
た

い
。
も
っ
と
も
行
っ
た
者

の
じ
ま
ん
話
と
な
っ
て
は
か
え
っ

て

マ
イ
ナ
ス
と
も
な
り
か
ね
な
い

の
で
そ
こ
は
注
意
し
て
。

ず
い
ぶ
ん
世
の
中
は
交
通
が
便

利

に
な

っ
て
来
た
も
の
だ
。
特
に

東
北
か
ら
Ｕ

て
見
る
と
、
い
っ
そ

う
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
お
か
げ

で
僅
か
な
日
時
で
盛
り
だ
く
さ
ん

の
見
学
が
で
き
た
の
に
驚
き
も
し

本
当

に
楽
し
く
す
ご
せ
た
）
し
か

し
、
あ
ま
り

ス
ピ
ー
デ
ー
で
、
め

ま
ぐ
る
七
い
感
じ
で
あ
っ
た
）
こ

れ
は
、
若

い
人
達
と
く
ら
べ
て
私

の
年
令
か
ら

く
る
感
じ
か
も
知
れ

な
い

、
こ

の
ふ

わ
た
だ
し
さ
は
、

私
ひ
と
り
の
も
の
だ
っ
た
か
ど
う

か
。
旅
行
に
は
、
お
ち
つ
い
て
静

か
に
思
索
す

る
時
間
も
組
み
こ
む

こ
と
が
麌
義

を
ぼ
め
る
こ
と
に
な

る
も
の
と
思

う
にに

囗
年

学

級

主

事

）

ソ
フ
ト
大
会
成
績

一
回
戦
　
森
山

１０
－

６

大
町

本
町

５
１
１

徳
江

高
城

口
１
５

宮
町

只
田

１４
－

３

塚
野
目

泉
田

５
１
４

錦
町

二
川
戦
　
森
山
1
3
1
月

内
谷

山
崎

８
１
１

本
町

貝
出

川
１
７

高
城

泉
田
1
0
1
6
石
母
田

準
決
勝
　
森
山
1
2
1
川
山
崎

泉
田

８
－

４

貝
田

決
　
勝
　
森
山
1
6
1
4
泉
田

［
写
真
］
は
森
山
チ
ー
ム

時
事
寸
言

、編

集

’後

記

Ｏ
十
年
の
歩
み

、
十
年
先
が
楽

し
ま
れ

る
。

○
な
ん
で
も
仲
よ
く
や
れ
る
の

が
合
併
の
成
果

〕

○

事
前
運
動
、
事
後
運
動
、
運
動

員
の
勤
務
評
定
を
し
よ
う
。

○
投
票
の
自
由
と
秘
密
は
絶
対

守

ら
れ
て

い
る
、
ご
安
心
あ

れ
。

○
成
人
式
を
フ

ァ
ッ
シ
Ｅ
ソ
シ

ョ
ー
と
思

っ
て
い
る
や
か
ら

○
グ
ル
ー
プ
活
動
の
効
果
て

き

め
ん
、
今
か
ら
で
も
お
そ
く

な

い
。

○

こ

の

一

票
　

売

ら

ぬ
　

買

わ

ぬ
　

私

の

誇

り
・・・・：
…
よ

い

票

が

つ

ま

れ

て

う

ま

れ

る

よ

い

政

治
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